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11月15日号広報

業伊 勢 市 制 施 行 10 周 年 記 念 事

商工労政課内・伊勢市産業振興イベント実行委員会事務局（☎�５５１２）

伊勢市産業フェア
～見て！ 食べて！ 遊んで！
　　　　いせのええもん再発見！！～

　伊勢市制施行10周年記念事業として、地域の事業者などに自己の優れた技術や商品、物産、取り組

みなどの情報を発信する場を提供するとともに、市民の皆さんに伊勢の産業を

楽しみながら知ってもらう場とするため、伊勢市産業フェアを開催します。

　この機会に伊勢の魅力を再発見してみませんか。

※会場に駐車場はありません。公共交通機関または臨時駐車場
（宮川ラブリバー公園）からのシャトルバスをご利用ください。

11月22日日　午前10時～午後３時
伊勢志摩総合地方卸売市場ところ

と き

企業ＰＲブース
市内の企業が持つ優れた技術や商品を展示・ＰＲします。

伊勢のうまいもん・ええもんブース
地域の物産などの地域資源を情報発信します。うまいもん・
ええもんが盛りだくさん。試食や無料配布もあります。

◎宮後祭心会紅舞太鼓
◎伊勢やまだ合唱団による合唱
◎山田青果市場の競り体験

◎「伊勢うどん大使」の石原壮一郎さんによる講演
◎伊勢市消防団キャラクター「いせりぃ」と踊ろう「どすこい

ダンス」

他にも、就職・起業支援コーナーや、伊勢玩具で遊ぶコーナーなど、年齢を問わず楽しめる催しが多数
あります。

ステージイベント

学校ＰＲブース
市内の高校・大学での産業・商業に関する取り組み
を紹介します。

イベント内容

写真はイメージです

予算額　300万円
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　12月３日～９日は「障害者週間」です。
　この週間は、誰もが地域で暮らせることを目指し、市民の皆さんに「障がいのある人についての理

解」を深めてもらうとともに、障がいのある人の社会参加を促進するため、さまざまな運動を展開す

る期間です。

　市では、次のとおり「障がい者雇用促進シンポジウムin 伊勢～みんなで考えよう、それぞれの立場
でできること～」を開催します。ぜひお越しください。

★はっぴー（伊勢で活動している音楽グループ）による演奏

　送迎バスの利用を希望する人は、11月27日㈮までに、電話ま
たはファクスで高齢・障がい福祉課へ申し込んでください。

二見総合支所玄関前（11：15発）→福祉健康センター玄
関前（11：45発）→小俣総合支所玄関前（12：05発）→ハ
ートプラザみその（12：15着）
※イベント終了後は逆ルートで運行（16：30にハート
プラザみその発）します。

予算額　82万６千円

高齢・障がい福祉課
（☎�５５５８、FAX⑳８５５５）

障がい者雇用促進
シンポジウム in伊勢

伊勢市制施行10周年記念事業
障害者週間啓発事業

送迎バスを運行します

午後０時45分～１時

ライフステージを充実させ、企業の財力（人材）に導く為に
求められる気付きと対応 秦

はた

　政
まこと

さん（ＮＰＯ障がい者就業・雇用支援センター理事長）

★講演会
午後１時15分～２時15分

市内の障がい者施設で作られた自主製品などの展示・販売、パネル展示など正午～午後４時30分

運
行
ル
ー
ト

午後２時30分～４時10分

★パネルディスカッション
鈴木　健一 市長

田中　秀治 さん（伊勢公共職業安定所所長） 安藤　幸治 さん（㈱マスヤグループ本社常務執行役員）

小林えり子 さん（伊勢市手をつなぐ親の会副会長） 溝井　　力 さん（障害者就労支援施設step by step）

パネリスト

内 容

12月５日土 正午～午後４時30分と き

ハートプラザみそのところ
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り伊勢病院ふ れあい祭
つなごう伊勢病院『地域』『仲間』『未来』

伊勢総合病院（☎�５１１１）

第11回

　「つなごう伊勢病院『地域』『仲間』『未来』」をテーマに、
伊勢病院ふれあい祭りを開催します。
　皆さまのご来場を、職員一同、お待ちしています。

11月28日土 午前９時45分～午後３時とき 伊勢総合病院ところ

※時間の記載のない催し物は午前10時～午後２時です。
※催し物によっては人数に制限があり、早めに終了することがあります。

※各催し場所は、当日会場チラシで案内します。

※進行の都合上、時間が前後する場合は会場放送で案内します。

9：45～10：00
開会式、オープニングセレモニー

（岡本町江楓会 木遣部楓太鼓）

オープニング
セレモニー

①10：30～10：55　「排尿障害について」今村哲也（泌尿器科部長）
②11：05～11：30　「あなたが、家族が、“がん”と言われたら」伊藤史人（医療部長）
③11：40～12：05　「生活習慣と肝細胞がん」藤本昌雄（院長）
④13：15～13：45　「腰が原因の足の痛みとしびれ ～脊柱管狭窄症のはなし～」原隆久（副院長）
※場所は、①～③２階講堂、④１階リハビリテーション室です。

講　演

◎医療相談…池田健（副院長）・村松温美（産婦人科部長）
　　　　　　中世古幸成（眼科部長）・里中東彦（整形外科副部長）
◎生活習慣病を知って予防しよう
　　　　　…お薬相談、栄養相談、リウマチ看護相談、測定コーナー
　　　　　　（血糖値・体脂肪）など
◎老化の程度をはかろうか

4 4 4

…筋力評価、バランス評価など
◎血管のかたさを調べてみよう
◎あなたの健康をサポートします！
　…転倒予防と骨折リスクの理解、骨密度測定、ＦＲＡＸ測定（骨折リスク評価）

相談
・

健康チェック
・

各種測定

◎★知ってもらおう！ 手術室★（①10：00～12：00、②13：00～14：00）
　　　　　…手術器具を使ったゲーム、手術器具の展示など
◎模擬手術体験（①10：30～、②13：00～）　※高校生・中学生対象、先着順、要予約。
◎心カテを知る…心臓カテーテルの器具の操作・展示
◎看護師体験…血圧を測ってみよう、聴診器で聞いてみよう、白衣を着て撮影会など
◎動かそう！ 頭とカラダ！ カンタン遊びしませんか！
◎一次救命処置（BLS）体験…心臓マッサージ、ＡＥＤ実施体験
◎アロマでリラックス…アロマハンドマッサージ
◎レントゲンとＣＴで色々な物を撮ってみようver.2　
◎スポーツクラブ（メッツ＆アクトス）らくらく体操（12：05～12：35）（２階講堂）

体　験

◎新病院建設に向けて
…パネル展示、新病院の簡易模型展示

◎患者の安全を守るためのパートナーシップ
　　　　　…医療安全推進のポスター展示
◎はしご車＆救急車・地震体験車がやってくる！

展　示

◎３西サミット（G３サミット）
…「各国の遊びにふれよう」、
　ダーツ、G ７スタンプラリ
　ーなど

◎ヨーヨーつり、ダンボールガチャガチャ、
缶バッジ作り、ぬりえ
◎芸術の秋「小さな芸術家たち」…手作りおも

ちゃ、さくらんぼ保育所のおたより・作品
などの展示

キッズ
コーナー

バザー
14：00～14：30

出店
コーナー

※整理券の配布は行い
ません。
※福袋での販売になり
ます。
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お
か
げ
バ
ス
を
は
じ
め
と
し

た
バ
ス
交
通
へ
の
親
し
み
と
関

心
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
、
市

内
の
中
学
生
か
ら
、
お
か
げ
バ

ス
の
車
体
外
装
デ
ザ
イ
ン
を
募

集
し
ま
し
た
。

　

中
学
生
が
夏
休
み
に
描
い
た

１
３
０
作
品
の
中
か
ら
、
最
優

秀
賞
に
選
ば
れ
た
作
品
を
紹
介

し
ま
す
。（
左
図
参
照
）

　

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
デ
ザ

イ
ン
は
、
お
か
げ
バ
ス
１
台
の

車
体
外
装
と
し
て
実
際
に
採
用

さ
れ
、
11
月
か
ら
市
内
を
走
り

ま
す
。

　

小
学
生
が
夏
休
み
に
描
い
た

２
７
８
作
品
の
中
か
ら
、
学
年

別
に
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
皆

さ
ん
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

（
左
図
参
照
）

　

な
お
、
入
賞
し
た
48
点
は
、

バ
ス
を
Ｐ
Ｒ
す
る
イ
ベ
ン
ト
や

バ
ス
の
車
内
な
ど
で
展
示
さ
れ

ま
す
。

　

バ
ス
に
親
し
み
を
持
っ
て
も

ら
う
と
と
も
に
、
地
域
生
活
の

中
で
バ
ス
の
必
要
性
を
感
じ
て

も
ら
う
た
め
、
市
内
の
小
学
生

か
ら
、
ま
ち
を
走
る
バ
ス
の
風

景
を
描
い
た
ポ
ス
タ
ー
を
募
集

し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
バ
ス
に
乗
る
機
会

の
少
な
い
小
学
生
に
バ
ス
の
乗

り
方
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

バ
ス
の
乗
り
方
教
室
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
乗
り
方
教
室
の
こ

と
を
家
庭
で
話
し
合
っ
て
も
ら

い
、
バ
ス
に
乗
る
機
会
を
持
っ

て
も
ら
う
た
め
に
取
り
組
ん
で

い
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
教
室
で
は
、
整
理
券
を

取
っ
て
バ
ス
に
乗
車
し
、
降
り

る
ま
で
の
流
れ
を
体
験
し
ま
す
。

　

ま
た
、
バ
ス
の
乗
り
方
教
室

と
併
せ
て
、
バ
ス
を
使
っ
た
交

通
安
全
教
室
も
開
催
し
、
運
転

席
か
ら
見
え
に
く
い
死
角
な
ど

の
危
険
性
に
つ
い
て
、
伊
勢
警

察
署
員
が
分
か
り
や
す
く
説
明

を
行
い
、
実
際
に
子
ど
も
た
ち

が
バ
ス
の
運
転
席
に
座
っ
て
死

角
を
確
認
し
ま
す
。

バスの利用促進に
さまざまな啓発事業を実施

交通政策課（☎�５５９３）

　市では、バスの利用促進に向けて、市民の皆さんに
バスに関心を持ってもらうためのさまざまな取り組み
をしています。今回は、それらの取り組みについて紹
介します。

バ
ス
の
乗
り
方
教
室

ま
ち
を
走
る
バ
ス
の
風
景
を

ポ
ス
タ
ー
に
描
く　
　
　
　

ま
ち
を
走
る
お
か
げ
バ
ス
を

デ
ザ
イ
ン
す
る　
　
　
　
　

バスの乗り方教室

渡邊 時丸さん（皇學館中）

柴田 穂乃花さん
（上野小１年）

早川 颯佑大さん
（進修小２年）

嶋田 絵茉さん
（神社小３年）

辻　逞さん
（浜郷小４年）

西山 怜成さん
（小俣小５年）

西井 琳音さん
（修道小６年）

バスポスターコンクール 最優秀賞作品

●
お
か
げ
バ
ス
ラ
ッ
ピ
ン
グ

　

コ
ン
テ
ス
ト
最
優
秀
賞
作
品
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相
談
窓
口
に
は
、
専
任
の
医

療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
看

護
師
を
常
時
配
置
し
、
相
談
内

容
に
応
じ
て
、
適
切
な
職
種
が

対
応
で
き
る
体
制
を
取
っ
て
い

ま
す
。

　

相
談
受
付
時
間
は
月
〜
金
曜

日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

で
、
誰
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
相
談
内
容
や
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

　

病
気
や
け
が
な
ど
を
す
る

と
、
健
康
な
時
に
は
な
か
っ
た

よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
や
不

安
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
病
気

の
回
復
に
も
影
響
を
与
え
た

り
、
別
の
心
配
事
を
引
き
起
こ

し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

当
院
で
は
、
安
心
し
て
治
療

を
受
け
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、

退
院
後
の
生
活
不
安
を
軽
減
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
疾
病
に

関
す
る
医
学
的
な
質
問
や
、
生

活
上
・
入
院
上
の
不
安
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
対
応
す
る

相
談
窓
口
を
、
地
域
医
療
連
携

課
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

患
者
相
談
窓
口

伊
勢
総
合
病
院
シ
リ
ー
ズ
37

愛
情
と
誇
り
を
持
て
る

病
院
を
目
指
し
て

伊
勢
総
合
病
院（
☎
㉓
５
１
１
１
）

部
署
紹
介
！

相談窓口位置図

薬
局

売
店

ト
イ
レ

自
販
機

会
計

受
付

中
央
ロ
ビ
ー

正面玄関

Ｅ
Ｖ

Ｅ
Ｖ

電
話

相談窓口
地域医療
連携課内

介護について
知りたい

医療施設・福祉施設
などの利用について

知りたい

社会福祉制度に
ついて知りたい

医療費の支払いに
不安がある

治療中の
不安がある

退院後の生活・
社会復帰に不安が

ある

　

伊
勢
市
消
防
本
部
で
は
、
毎
年
、
伊
勢
市
・
玉
城
町
・
度
会

町
の
小
・
中
学
生
か
ら
防
火
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
小
学
校
29
校
９
７
８
点
・
中
学
校
11
校
４
２
７
点

の
合
計
１
４
０
５
点
の
応
募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
最
優
秀

賞
12
点
・
優
秀
賞
63
点
・
秀
作
72
点
が
入
選
し
ま
し
た
。

受賞者名（学校名）

小
学
生

中村羽琉真（度会小１年）

川端　悠太（浜郷小２年）

中村　光佑（豊浜東小３年）

南出　藍志（外城田小４年）

世古　夏帆（小俣小５年）

清水　精心（下外城田小５年）

伊藤　緋珠（外城田小６年）

勝谷　洸大（小俣小６年）

中
学
生

中村　僚介（五十鈴中１年）

竹内　柚葉（宮川中２年）

中西　千笑（小俣中２年）

安藤　亜実（二見中３年）

消
防
本
部
予
防
課（
☎
㉕
１
２
６
８
）

防
火
ポ
ス
タ
ー
入
賞
作
品

防火ポスター最優秀賞の受賞者
（敬称略）

安藤　亜実 さん
（二見中３年）

最優秀作品ポスター
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器
具
、
加
熱
時
間
な
ど
の
条
件

が
重
な
っ
た
場
合
に
起
こ
り
ま

す
。

　

事
故
防
止
の
た
め
に
は
、
電

子
レ
ン
ジ
の
場
合
は
、
付
い
て

い
る
食
品
別
の
温
め
機
能
な
ど

を
使
い
、
取
扱
説
明
書
に
従
っ

て
温
め
過
ぎ
を
防
ぐ
こ
と
や
、

「
温
め
過
ぎ
た
な
」
と
思
っ
た

場
合
に
は
、
す
ぐ
に
扉
を
開
け

ず
に
１
〜
２
分
ほ
ど
冷
ま
す
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ガ
ス
こ
ん
ろ
や
I
Ｈ

ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
で
は
、

弱
火
で
か
き
混
ぜ
な
が
ら
液
体

を
温
め
る
よ
う
心
掛
け
、
突
沸

に
よ
る
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

秋
風
が
吹
き
、
温
か
い
飲
み

物
が
恋
し
い
季
節
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
電
子
レ
ン
ジ
で
飲
み

物
な
ど
を
温
め
た
際
に
、
飲
み

物
な
ど
が
飛
び
散
っ
た
と
い
う

経
験
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
、
液
体
の
食
品

の
加
熱
時
に
、
中
身
が
急
激
に

沸
騰
し
て
飛
び
散
る
現
象
を

「
突
沸
」
と
言
い
ま
す
。
電
子

レ
ン
ジ
で
の
加
熱
時
だ
け
で
な

く
、
ガ
ス
こ
ん
ろ
や
I
Ｈ
ク
ッ

キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
で
の
調
理
中

に
、
み
そ
汁
や
ス
ー
プ
が
飛
び

散
り
、
顔
面
に
や
け
ど
を
負
っ

た
と
い
う
例
や
、
突
然
破
裂
音

が
し
て
鍋
が
飛
ば
さ
れ
た
と
い

う
例
も
あ
り
、
国
民
生
活
セ
ン

タ
ー
か
ら
注
意
喚
起
情
報
が
出

さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
現
象
は
、

加
熱
す
る
食
品
や
食
器
、
調
理

伊勢市消費生活センター
予算額
1,000万４千円（うち県補
助金572万７千円）

教
え
て

相
談
員
さ
ん
‼

伊
勢
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
㉑
５
７
１
７
）

シ
リ
ー
ズ
消
費
生
活

「
突
沸
」
に
ご
注
意
‼

家庭で実践！肥満予防のおすすめレシピ低カロリー・
バランス食

きのこと魚介 の和風マリネ
材料（２人分）

作り方

１人分の栄養価

１　Ａをボウルに入れ、混ぜ合わせておく。
２　しめじは小房に分け、えのき茸は根元を切り落とし、小房に

分ける。生シイタケは石づきを取り、薄切りにする。
３　いかは皮をむき、食べやすく切る。えびは背わたを取っておく。
４　鍋に湯を沸かし、２をさっとゆで、ざるですくう。同じ湯に
３を入れてゆでる。

５　４の水気を切って１に加えて混ぜ、冷ます。
６　５を器に盛り、刻んだ青しそを散らす。

　きのこは、低カロリーで、食物繊維が豊富に含まれるので満腹感を得やすく、肥満の予防に役立ちます。ま
た、免疫力を高めるβ-グルカン、老化の進行を遅らせるビタミンB2 が含まれます。

【調理のポイント】新鮮なうちに調理し、熱に弱い成分を含むため、加熱しすぎないようにしましょう。

我が家のおすすめ
レシピを随時募集中!!

皆さんのレシピが毎月発行のチラシ、市のホームページに掲載されます。レシピ（材
料と作り方）に氏名・連絡先を記入（様式は自由）し、直接または郵送・Ｅメールで
健康課（〒516-0076 八日市場町13-1、アドレス ise-hset@city.ise.mie.jp）へ。

※治療中の人は、医師の指示を守ってください。

一口メモ 今回のレシピのテーマは「秋の味覚！きのこを使ったレシピ」です。

123kcal ／たんぱく質16.9g／脂質3.7g／塩分1.5ｇ

健康課（☎�２４３５）

しめじ･････････････1/2パック
えのき茸･･･････････1/2パック
生シイタケ･････････1/2パック
いか････････････････････50ｇ
えび････････････････････６尾
青しそ･･････････････････２枚

　　しょうゆ････････小さじ２
　　酢･･････････････大さじ１
　　オリーブ油･････大さじ1/2
　　砂糖････････････小さじ１
　　酒･･････････････小さじ１
　　塩････････････ひとつまみ

市のホームページでバックナンバーを見ることができます
市のホームページ －「くらしのガイド」－「健康」－「低カロリー・バランス食レシピ」

低カロリー・バランス食   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

家庭で実践!肥満予防のおすすめレシピ 

伊勢市のホームページでバックナンバーも見ることができます 

⇒ http://www.city.ise.mie.jp 「くらしのガイド」－「健康」－「低カロリー・バランス食レシピ」 

きのこと魚介の和風マリネ 

※現在、治療中の方は、かかりつけの医療機関の指示を守ってください。 

1 人分の栄養価   

123kcal ／蛋白質 16.9g／脂質 3.7g／塩分 1.5ｇ 

バックナンバーはこちらから  

一口メモ   今回のレシピのテーマは「秋の味覚！きのこを使ったレシピ」です。 

我が家のおすすめレシピ随時募集中！! みなさんのレシピが毎月発行のちらし、市 HP に掲載されます。レシピ（材料、作り

方）に氏名、連絡先をご記入のうえ、健康課まで。応募書式は自由です。Ｅ-mail：ise-hset@city.ise.mie.jp TEL 27-2435 

材料( 2 人分) 

本しめじ 

えのき茸

生シ イ タ

ケ 

いか 

えび 

青しそ 

1/2 パック

1/2 パック

1/2 パック

５０ｇ

６尾

２枚

Ａ  しょうゆ 

   酢 

   オリーブ油 

   砂糖 

   酒 

   塩 

小さじ２

大さじ１

大さじ 1/2

小さじ１

小さじ１

ひとつまみ

作り方 

１ Ａをボウルに入れ、混ぜ合わせておく。 

２ 本しめじは小房に分け、えのき茸は根元を切り落とし、

小房に分ける。生シイタケは石づきを取り、薄切りにす

る。 

３ いかは皮をむき、食べやすく切る。えびは背わたを取っ

ておく。 

４ 鍋に湯を沸かし、２をさっとゆで、ザルですくう。同じ湯

に３を入れてゆでる。 

５ ４の水気を切って１に加えて混ぜ、冷ます。 

６ ５を器に盛り、刻んだ青しそを散らす。 

 

 

 

きのこは、低エネルギーで、食物繊維が豊富に含まれるので満腹感を得やすく、肥満の予防に役立ちます。 ま

た、免疫力を高めるβ-グルカン、老化の進行を遅らせるビタミン B２が含まれます。 

【調理のポイント】新鮮なうちに調理し、熱に弱い成分を含むため、加熱しすぎないようにしましょう。 

A
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村
松
町
民
体
育
祭
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
北
浜
小
学
校
に
子

ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
６
０

０
人
ほ
ど
が
集
ま
り
、
パ
ン
食

い
競
走
や
担
架
運
び（
防
災
競

技
）、
総
踊
り
な
ど
を
通
じ
て

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、
健
康
・
福
祉
や
環

境
保
全
、
防
災
の
活
動
も
積
極

的
に
行
っ
て
い
て
、
11
月
21
日

に
は
、
岩
手
県
大
槌
町
か
ら
講

師
を
招
い
て「
防
災
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

「
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た

い
ま
ち〝
北
浜
〞」
を
基
本
理
念

に
掲
げ
、
そ
の
実
現
の
た
め
、

５
つ
の
基
本
目
標（
①
安
全
・

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
、
②
い
き

い
き
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
、

③
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
、
④
互

い
に
助
け
合
い
、
支
え
合
う
ま

ち
づ
く
り
、
⑤
特
色
あ
る
ま
ち

づ
く
り
）
を
設
定
し
て
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

　

９
月
27
日
に
、
村
松
町
会
、

有
滝
町
会
、
北
浜
は
つ
ら
つ
ク

ラ
ブ
と
協
働
し
て
、「
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
有
滝
・

の
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

夏
休
み
明
け
の
９
月
か
ら
、

早
修
小
学
校
の
通
学
路
で
、
児

童
の
下
校
時
の
見
守
り
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
活
動
開
始
に

先
立
ち
、
８
月
30
日
に
早
修
小

学
校
で
発
足
式
を
行
い
、
伊
勢

警
察
署
の
チ
ャ
イ
ル
ド
ガ
ー
デ

ィ
ア
ン（
犯
罪
被
害
か
ら
子
ど

も
を
守
る
職
員
）
か
ら
活
動
に

当
た
っ
て
の
注
意
事
項
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
徐
々
に
活
動
を
拡

　

〝
み
ん
な
仲
良
く
〞を
合
言
葉

に
「
こ
の
街
に
住
ん
で
て
良
か

っ
た
」
と
思
え
る
早
修
地
区
を

つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

「
見
守
り
隊
」
活
動
を
開
始

　

地
域
で
団
結
し
て
、
安
心
・

安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
実
現

し
よ
う
と
、「
早
修
見
守
り
隊
」

シ
リ
ー
ズ
ふ
る
さ
と
未
来
づ
く
り
38

市
民
交
流
課
（
☎
㉑
５
５
６
３
）

わ
た
し
た
ち
の
地
域
だ
か
ら
、

わ
た
し
た
ち
で
や
り
た
い
こ
と
が
あ
る

早
修
ふ
る
さ
と
未
来
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ

北
浜
ま
ち
づ
く
り
会
議

体育祭の様子

美しいまちづくりのため海岸清掃を実施（６月）

発足式でメンバーにユニホームを渡す下校する児童の見守り

　

地
域
の
特
性
を
生
か
し
、

よ
り
よ
い
ま
ち
を
つ
く
っ
て

い
く
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
の
活
動
に
ご
参
加
・
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
新
し
い
自
治
の
仕
組
み
と

し
て
「
ふ
る
さ
と
未
来
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

市
内
全
域
で
23
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
、「
自
分
た
ち
で
考

え
て
自
分
た
ち
で
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
く
」
と
い
う
考
え
で
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
早
修
地
区
と
北
浜
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
活

動
を
紹
介
し
ま
す
。

大
・
充
実
し
、
お
年
寄
り
の
見

守
り
な
ど
も
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
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示
で
す
。

　

毎
年
、
若
者
ら
し
い
ユ
ニ
ー

ク
な
発
想
の
展
覧
会
で
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
は
好
評
を
博
し
て

い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
螺
鈿
と
は
、
貝
殻
の
真
珠
色

に
光
る
部
分
を
磨
い
て
薄
片
に

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
に
切
っ
て

漆
器
や
木
地
の
表
面
に
は
め
込

み
、
ま
た
は
貼
り
付
け
て
装
飾

す
る
工
芸
技
法
で
す
。

　

こ
の
他
、
企
画
展
と
し
て
、

博
物
館
学
芸
員
課
程
の
学
生

が
、
大
学
祭（
倉
陵
祭
）の
時
期

に
合
わ
せ
て
自
主
企
画
展
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

学
芸
員
の
晴
れ
舞
台
で
あ
る

展
覧
会
を
、
企
画
か
ら
準
備
、

運
営
、
広
報
活
動
に
至
る
ま
で

学
生
が
行
う
も
の
で
す
。
学
芸

員
課
程
の
総
仕
上
げ
の
意
味
も

あ
り
ま
す
。

　

今
年
の
企
画
展
は
、
一
つ
が

「
桜
が
結
ぶ
〜
神
と
人
、
そ
し

て
伊
勢
国
〜
」で
す
。
神
と
桜
、

日
本
人
と
桜
、
伊
勢
国
と
桜
の

３
点
か
ら
、
桜
と
日
本
人
と
の

関
わ
り
に
つ
い
て
の
諸
相
を
示

し
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、「
大
正
即
位

礼
を
寿

こ
と
ほ

ぐ
〜

満
百
年
を
記

念
し
て
〜
」

で
、
大
正
天

皇
が
即
位
の

大
礼
を
挙
げ

ら
れ
て
か
ら

１
０
０
年
を

祝
い
寿
ぐ
展

の
協
力
の
も
と
、
螺ら

で

ん鈿
ア
ー
ト

作
り
を
し
ま
し
た
）

　

神
道
博
物
館
に
は
、
展
示
室

が
３
室
あ
り
ま
す
。

■
ロ
ビ
ー
展
示
室
…
特
殊
神し

ん

饌せ
ん

と
い
う
神
社
の
古
い
形
の
お
供

え
物
の
模
型
な
ど
珍
し
い
資
料

が
あ
り
、
日
本
の
食
文
化
の
原

点
や
食
品
の
ル
ー
ツ
の
一
端
が

分
か
り
ま
す
。

■
第
１
展
示
室
…
神
社
で
お
祭

り
に
使
用
す
る
道
具
類
を
中
心

に
、
道
具
と
日
本
文
化
を
探
り

ま
す
。

■
第
２
展
示
室
…
伊
勢
歌
舞
伎

の
資
料
と
伊
勢
で
出
土
し
た
考

古
資
料
な
ど
、
伊
勢
と
周
辺
文

化
の
一
端
に
触
れ
て
い
た
だ
け

ま
す
。

化
や
わ
が
国
の
歴
史
・
伝
統
を
、

広
く
国
内
・
国
外
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。

皇
學
館
大
学
生
で
、
将
来
博
物

館
学
芸
員
に
な
る
こ
と
を
目
指

す
学
生
に
対
し
、
２
年
間
に
わ

た
り
、
実
習
を
通
じ
て
学
芸
員

と
し
て
の
資
質
の
育
成
と
技
術

の
習
得
を
指
導
す
る
た
め
の
施

設
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

市
民
講
座
や
夏
休
み
親
子
教

室
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
涯
学

習
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。（
今

年
は
神
宮
徴
古
館
農
業
館
と
共

催
で
、
ミ
キ
モ
ト
真
珠
博
物
館

　

皆
さ
ん
は
、
佐
川
記
念
神
道

博
物
館
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　

同
館
は
、
皇
學
館
大
学
が
設

置
す
る
大
学
附
属
研
究
機
関
の

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
内
に

設
け
ら
れ
た
博
物
館
施
設
で
す
。

　

同
館
が
目
指
す
も
の
は
、
展

示
品
を
通
じ
て
、
伊
勢
の
神
宮

を
は
じ
め
と
す
る
全
国
の
神
社

や
神
社
神
道
、
郷
土
伊
勢
の
文

　

今
回
は
、
皇
學
館
大
学
研
究

開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
佐
川
記
念

神
道
博
物
館
の
岡
田
芳
幸
さ
ん

か
ら
の
情
報
提
供
で
す
。

神
道
博
物
館
と
は

神
道
博
物
館
を
楽
し
も
う

学
生
の
企
画
展﹁
卒
業
展
示
﹂

所 在 地　神田久志本町1704（皇學館大学内）
電話番号　㉒６４７１
開館時間　月～金曜日…9：00～16：00（入館は15：30まで）
　　　　　土曜日………9：00～12：00（入館は11：30まで）
休 館 日　日曜日、祝日、振替休日、４月30日（皇學館大学創

立記念日）、12月28日～１月４日（年末年始）、皇學
館大学休業日

※この他、臨時休館日（同館が特に必要と認めた日）があります。
入 館 料　無料

皇學館大学研究開発推進センター　佐川記念 神道博物館

伊勢まるごと

文化振興課内・伊勢まるごと博物館ネット
ワーク会議事務局（☎�７８８５）

博物館だより 37

佐川記念 神道博物館

開
催
期
間　

11
月
28
日
土
ま
で

卒
業
展
示

昨年の卒業展示

夏休み親子教室

市民講座
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市民交流課（☎�５５１３）

　一人一人が生き生きと輝ける社会（男女共同参画社会）を形成するためには、互いの価値観
などの違いを認め、人格を尊重することが必要です。
　今回は、それを阻害する「セクシュアルハラスメント（セクハラ）」について考えます。

めざそや！共同参画㉓

セ
ク
ハ
ラ
は
、

一
人
で
我
慢
し
な
い
で

　

職
場
な
ど
で
、
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
な
性
的
経
験
を
話
題
に
さ
れ

た
り
、ス
リ
ー
サ
イ
ズ
や
年
齢
、

恋
人
の
有
無
を
聞
か
れ
た
り
し

て
、
不
快
な
思
い
を
我
慢
し
て

い
ま
せ
ん
か
？

　

性
的
な
関
係
を
求
め
る
こ
と

や
身
体
に
触
れ
る
よ
う
な
行
為

だ
け
が
、
セ
ク
ハ
ラ
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
性
的
な
冗
談
を
言
っ

た
り
、
性
的
な
内
容
の
う
わ
さ

を
流
し
て
働
き
に
く
い
環
境
を

作
っ
た
り
す
る
こ
と
も
セ
ク
ハ

ラ
で
す
。

　

ま
た
、
女
性
だ
か
ら
と
い
う

だ
け
で
お
茶
く
み
や
飲
み
会
で

の
お
酌
を
さ
せ
る
な
ど
、
性
別

に
よ
る
差
別
意
識
に
基
づ
く
行

動
も
セ
ク
ハ
ラ
に
当
た
り
ま
す
。

　

一
人
で
悩
み
を
抱
え
込
み
、

う
つ
病
な
ど
に
な
る
前
に
、
次

の
相
談
コ
ー
ナ
ー
へ
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

相
談
先　

三
重
労
働
局
雇
用
均

等
室（
☎
０
５
９
・
２
２
６
・

２
３
１
８
）

　

セ
ク
ハ
ラ
の
多
く

は
、
男
性
か
ら
女
性
に

向
け
ら
れ
た
も
の
で
す

が
、
最
近
で
は
、
女
性

か
ら
男
性
、
ま
た
、
同

性
間
で
も
増
え
て
い
ま

す
。
女
性
の
上
司
だ
か

ら
と
勇
気
を
出
し
て
相

談
す
る
と
、「
そ
れ
ぐ

ら
い
我
慢
す
れ
ば
？
」

「
自
意
識
過
剰
じ
ゃ
な

い
の
？
」
な
ど
と
責
め

ら
れ
る
。
こ
れ
も
セ
ク

ハ
ラ
で
す
。

　

例
え
ば
、「
結
婚
は

ま
だ
？
」「
子
ど
も
は
要

ら
な
い
の
？｣

な
ど
と

い
っ
た
発
言
は
、
働
い

て
い
る
女
性
の
『
職
業

人
と
し
て
の
立
場
』
を

軽
視
し
て
い
る
と
受
け

取
ら
れ
か
ね
ま
せ
ん
。

共
同
参
画
の
視
点
で

　

セ
ク
ハ
ラ
の
原
因
や

背
景
に
は
、「
男
の
く

せ
に
」「
女
だ
か
ら
」
と

い
っ
た
性
別
へ
の
偏
見

意
識
が
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

イ
エ
ス
・
ノ
ー
を
は
っ
き
り

言
え
な
い
職
場
の
人
間
関
係
に

お
い
て
は
、「
女
性
は
男
性
に

従
う
も
の
」
と
い
う
慣
習
が
根

強
く
残
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
職
場
環
境
や
考

え
方
が
、
セ
ク
ハ
ラ
を
容
認
す

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
女

性
は
勇
気
を
持
っ
て
「
Ｎ
Ｏ
」

と
言
い
ま
し
ょ
う
。
男
性
は
、

女
性
の
あ
い
ま
い
な
沈
黙
を
、

「
Ｏ
Ｋ
」の
サ
イ
ン
で
は
な
く
、

「
Ｎ
Ｏ
」
の
サ
イ
ン
だ
と
受
け

止
め
ま
し
ょ
う
。

　

セ
ク
ハ
ラ
防
止
の
た
め
に
も

男
女
共
同
参
画
の
意
識
を
根
付

か
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

悪気はなくても… 男女共同参画の視点で

小っちゃいお弁当やなぁ。
男やのに、もっと食べら
れへんの？

………。

女はニコニコして
お酌するだけで
いいのね。

部長のおかげで、楽しく
お仕事させていただいて
います。

女ならさっさと
　　酌ぐらいせんか！

やっぱり女は愛嬌だよ。
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・
子
ど
も
の
登
下
校
の
見
守
り

活
動
を
す
る

・
犬
の
散
歩
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、

買
い
物
な
ど
を
兼
ね
て
パ
ト
ロ

ー
ル
す
る

動
に
関
す
る
相
談
は
、
危
機
管

理
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
自
主
防
犯
活
動
の
基
本
的
な

心
構
え

・「
気
楽
に
・
気
長
に
・
無
理

を
し
な
い
で
」
行
う
こ
と
が
長

続
き
の
秘
訣

●
自
主
防
犯
活
動
の
手
段

・
徒
歩
・
自
転
車
・
自
動
車
な

ど
で
行
う

●
自
主
防
犯
活
動
の
内
容
と
方

法・
犯
罪
多
発
地
点
や
時
間
帯
を

重
点
と
し
た
パ
ト
ロ
ー
ル
を
す

る・
地
域
の
防
犯
診
断
を
行
う

（
犯
罪
が
発
生
し
そ
う
な
場
所

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
）

・
注
意
を
促
す
チ
ラ
シ
な
ど
を

作
成
し
配
布
す
る

・
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
注
意
を

呼
び
掛
け
る

　

防
犯
と
は
、
事
件
が
発
生
し

な
い
よ
う
に
予
防
し
た
り
、
自

分
や
み
ん
な
が
犯
罪
の
被
害
に

遭
わ
な
い
よ
う
に
し
た
り
す
る

こ
と
で
す
。

　

犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
地

域
住
民
で
「
自
分
た
ち
の
地
域

は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う

考
え
の
も
と
、
自
主
的
な
防
犯

活
動
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
自

主
防
犯
団
体
を
結
成
し
、
地
域

住
民
に
よ
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

や
、
地
域
で
の
見
守
り
活
動
な

ど
の
自
主
防
犯
活
動
を
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

自
主
防
犯
団
体
の
結
成
や
活

地
域
住
民
に
よ
る

自
主
防
犯
団
体
を

結
成
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

シ
リ
ー
ズ
防
犯

安
全
で
安
心
な

ま
ち
を
め
ざ
し
て

危
機
管
理
課
（
☎
㉑
５
５
２
４
）

車
場
案
内
・
交
通
誘
導
な
ど
細

心
の
警
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
住
民
へ
の
防
犯

研
修
会
の
開
催
や
、
防
犯
ニ
ュ

ー
ス
の
随
時
発
行
を
し
、
一
方

で
は
、
行
政
機
関
な
ど
が
開
催

す
る
防
犯
研
修
会
・
防
犯
啓
発

活
動
に
参
加
し
、
地
域
住
民
の

防
犯
意
識
を
高
め
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

◆
野
北
代
表
の
思
い

　

「
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
は
、
犯
罪
が
で
き
な
い
、
犯

罪
が
で
き
に
く
い
一
色
町
づ
く

り
か
ら
」
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
は
、
住
民
同
士
の
絆

を
さ
ら
に
強
め
、
地
域
ぐ
る
み

の
防
犯
活
動
を
続
け
、
少
な
く

と
も
半
世
紀

余
り
の
間
、

引
き
継
が
れ

て
き
た
防
犯

委
員
会
の
活

動
を
長
く
続

け
て
い
き
た

い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

◆
結
成
の
経
緯

　

一
色
町
防
犯
委
員
会
は
、
昭

和
29
年
ご
ろ
に
は
組
織
さ
れ
て

い
た
よ
う
で
す
。

　

一
色
町
は
、
五
十
鈴
川
の
河

口
に
位
置
す
る
三
角
州
の
地
形

を
し
た
孤
島
に
近
い
地
域
で
あ

っ
た
た
め
か
、
か
つ
て
は
事
件

発
生
の
話
は
聞
か
れ
な
か
っ
た

地
域
で
し
た
。
し
か
し
、
終
戦

後
は
米
・
野
菜
類
の
盗
難
が
多

発
し
て
い
た
こ
と
や
、
終
戦
前

ま
で
あ
っ
た
駐
在
所
が
無
く
な

っ
た
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
防
犯

委
員
会
が
組
織
さ
れ
ま
し
た
。

◆
活
動
内
容

　

７
人
の
委
員
は
、
一
色
町
自

治
会
の
役
員
の
中
で
も
若
い
65

歳
以
下
の
皆
さ
ん
で
す
。

　

町
内
で
の
防
犯
活
動
と
し

て
、
年
末
年
始
や
各
種
祭
礼
・

行
事
で
の
警
備
を
行
う
ほ
か
、

毎
月
１
回
の
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル

を
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
４
５

０
年
の
由
緒
あ
る
伝
統
能
楽

「
一
色
能
」
に
は
県
内
外
か
ら

多
く
の
人
が
訪
れ
る
た
め
、
駐

一
色
町
防
犯
委
員
会

伊
勢
市
自
主
防
犯
団
体
連
絡
会
会
員
紹
介

市内の主な窃盗犯の件数（平成27年１～９月暫定値）
区　　　分 件数（対前年比）

侵入盗犯
空き巣狙い 23件（－５件）

忍び込み ４件（＋２件）

非侵入盗犯

自動車盗 ３件（－４件）

オートバイ盗 16件（－16件）

自転車盗 143件（－13件）

ひったくり １件（＋１件）

車上狙い 45件（－11件）

部品狙い 16件（－10件）

一色町の守り、私たちの手で！

　
﹁
地
域
住
民
は
、
地
域
の

こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
知
っ
て

い
る
と
い
う
地
の
利
﹂
を
生

か
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
﹁
な
が
ら
の
自
主
防
犯

活
動
﹂
か
ら
始
め
て
み
ま
せ

ん
か
。



Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

た
だ
い
ま
活
躍
中
！
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こ
ん
に
ち
は
。
若
手
職
人
の

グ
ル
ー
プ
「
常
若
」
で
す
。

　

常
若
は
、
三
重
県
を
中
心
に

活
動
を
し
て
い
る
、
伝
統
工
芸

を
担
う
若
手
職
人
の
グ
ル
ー
プ

で
す
。
漆
、
伊
勢
一
刀
彫
、
根

付
を
担
う
５
人
の
職
人
た
ち
が

所
属
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
技
術
の
情
報
交

換
を
し
た
り
、
同
世
代
で
悩
み

を
共
有
し
た
り
と
、
交
流
を
目

的
と
す
る
だ
け
で
な
く
、
多
く

の
人
に
伝
統
工
芸
を
知
っ
て
も

ら
う
き
っ
か
け
に
な
る
活
動
が

で
き
れ
ば
と
２
０
１
２
年
に
立

ち
上
げ
ま
し
た
。

　

多
く
の
人
に
「
伝
統
工
芸
っ

て
、
職
人
っ
て
す
て
き
だ
よ
」

と
伝
え
る
こ
と
で
、
失
わ
れ
つ

つ
あ
る
伝
統
工
芸
に
一
人
で
も

多
く
の
担
い
手
が
現
れ
れ
ば
と

思
い
、
ま
た
、
伝
統
工
芸
の
魅

力
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
伝
統
工
芸
を
使
っ
て
く
れ

る
人
が
増
え
た
ら
と
い
う
思
い

を
原
点
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
各
地
で
伝
統
工
芸

体
験
会
や
展
示
会
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
年
の
夏
休
み
に

大
阪
で
根
付
を
体
験
し
た
小
学

生
は
、
自
分
の
手
で
彫
れ
る
こ

と
に
感
激
し
、「
僕
は
将
来
、

根
付
職
人
に
な
る
！
」
と
、
自

主
的
に
自
由
研
究
で
根
付
に
つ

い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
常
若
の
グ
ル
ー
プ
の

よ
う
に
、「
自
分
た
ち
も
異
業

種
の
職
人
で
協
力
し
て
展
示
会

を
し
よ
う
」
と
奈
良
の
若
手
職

人
た
ち
が
動
き
出
し
た
り
と
、

こ
の
グ
ル
ー
プ
を
き
っ
か
け
に

新
し
い
風
が
吹
き
つ
つ
あ
り
ま

す
。
現
在
、
メ
ン
バ
ー
募
集
中

で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

い
せ
市
民
活

動
セ
ン
タ
ー（
☎
⑳
４
３
８
５
）

発
信
す
る
」「
引
き
こ
も
り
の
若

者
が
働
き
出
す
」「
ア
ル
コ
ー
ル

依
存
の
人
が
立
ち
直
る
」な
ど
、

多
種
多
様
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市
民
活

動
団
体
の
活
動
が
、
ま
ち
に
豊

か
さ
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
市

民
活
動
の
大
切
さ
は
、
や
っ
ぱ

り
「
や
っ
て
み
な
け
り
ゃ
分
か

ら
な
い
」
で
す
。

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
高
齢
化

な
ど
に
よ
る
税
収
不
足
が
重
な

り
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
均
一

的
な
行
政
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
う

に
は
予
算
が
足
り
ず
、
困
っ
て

い
る
人
を
助
け
た
り
、
大
切
な

こ
と
を
し
た
り
す
る
こ
と
が
難

し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ

の
穴
を
埋
め
る
べ
く
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

や
市
民
活
動
団
体
が
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

　

「
里
山
が
き
れ
い
に
な
る
」

「
難
病
の
子
ど
も
が
手
術
を
受

け
る
た
め
の
資
金
を
集
め
る
」

「
伊
勢
の
伝
統
文
化
の
情
報
を

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市
民
活
動
団
体
の

活
動
は
、
な
ぜ
大
切
な
の
で
し

ょ
う
か
？

　

行
政
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
は
均

一
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
均
一

で
あ
る
こ
と
が
本
当
に
平
等
な

の
で
し
ょ
う
か
？

　

社
会
が
多
様
化
し
て
多
様
な

価
値
観
の
中
に
い
る
私
た
ち
に

と
っ
て
、
同
じ
も
の
が
欲
し
い

と
い
う
時
代
は
終
わ
っ
た
の
だ

代
表　

梶
浦

常と
こ

　
若わ

か

パ
ル
テ
ィ
い
せ
情
報

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

No.60

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー（
☎
⑳
４
３
８
５
）

パルティ４コマ劇場
サ
ン
マ
の
お
い
し
い
季
節
。

お
米
の
お
い
し
い
季
節
。

果
物
の
お
い
し
い
季
節
。

ダ
イ
エ
ッ
ト
器
具
と
体
重
が

気
に
な
る
季
節
。

市
民
活
動
の
大
切
さ

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

指
定
管
理
委
託
料

約
１
１
９
２
万
４
千
円

利
用
人
数

６
万
５
６
２
６
人（
平
成
26
年
度
）
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わ
が
国
で
は
、１
９
４
９（
昭

和
24
）
年
に
12
月
４
日
〜
10
日

を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、
世

界
人
権
宣
言
の
趣
旨
お
よ
び
そ

の
重
要
性
を
広
く
国
民
に
訴
え

掛
け
る
と
と
も
に
、
人
権
尊
重

思
想
の
普
及
高
揚
を
図
る
た
め

の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
も
、
こ
の
週
間
を
中
心

に
、
人
権
講
演
会
、
人
権
尊
重

啓
発
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
展
、
街

頭
啓
発
な
ど
を
行
い
、
人
権
尊

重
の
ま
ち
づ
く
り
を
市
民
の
皆

さ
ん
に
呼
び
掛
け
ま
す
。

　

こ
の
人
権
週
間
を
き
っ
か
け

に
、
皆
さ
ん
も
、
お
互
い
の
人

権
を
尊
重
し
合
う
こ
と
の
大
切

さ
や
身
近
な
人
権
課
題
に
つ
い

て
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
、

平
和
に
共
存
で
き
る
豊
か
な
社

会
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

「
す
べ
て
の
人
間
は
、
生
ま

れ
な
が
ら
に
し
て
自
由
で
あ

り
、
か
つ
、
尊
厳
と
権
利
と
に

つ
い
て
平
等
で
あ
る
」。
１
９

４
８（
昭
和
23
）年
12
月
10
日
、

こ
の
文
言
で
始
ま
る
「
世
界
人

権
宣
言
」
が
国
際
連
合
総
会
で

採
択
さ
れ
ま
し
た
。「
世
界
人

権
宣
言
」
は
、
全
て
の
人
々
や

国
が
達
成
す
べ
き
人
権
に
つ
い

て
の
基
本
的
な
考
え
方
を
定
め

た
も
の
で
、
国
際
連
合
が
そ
の

後
に
定
め
た
多
く
の
条
約
や
各

国
の
法
律
な
ど
に
そ
の
精
神
が

生
か
さ
れ
る
な
ど
、
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

一人ひとりが
輝くために

シリーズ人権

人権政策課（☎�５５４６）

12
月
４
日
〜
10
日
は

人
権
週
間
で
す

入
れ
て
い
る
資
源
物
を
分
別
す

る
こ
と
で
、
費
用
の
削
減
や
リ

サ
イ
ク
ル
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

ご
み
集
積
所
に
、
た
ば
こ
の

吸
い
殻
が
投
げ
捨
て
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
、
た
び
た
び
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
火
災
の
原
因
に
も

な
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
や
め

て
く
だ
さ
い
。

　

た
ば
こ
の
吸
い
殻
を
捨
て
る

と
き
は
、
火
を
完
全
に
消
し
た

後
、
指
定
ご
み
袋
に
入
れ
て
、

燃
え
る
ご
み
と
し
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
の

ル
ー
ル
を
守
り
、
ご
み
集
積
所

や
資
源
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

平
成
26
年
度
中
に
市
内
で
出

さ
れ
た
ご
み
の
量
は
、
燃
え
る

ご
み
・
資
源
物
な
ど
を
含
め
て

５
万
２
６
８
１
ト
ン
で
、
１
人

１
日
当
た
り
の
ご
み
の
量
は
１

１
０
７
・
４
ｇ
で
し
た
。
前
年

と
比
べ
て
、
燃
え
る
ご
み
に
つ

い
て
は
２
％
、
重
量
で
８
５
５

ト
ン
増
え
て
い
ま
す
。

　

燃
え
る
ご
み
に
は
、
生
ご
み

が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
水
分

を
含
ん
だ
ま
ま
出
さ
れ
る
こ
と

が
多
く
、
そ
の
処
理
に
多
く
の

費
用
が
掛
か
る
の
が
現
状
で

す
。燃
え
る
ご
み
に
出
す
前
に
、

も
う
ひ
と
絞
り
水
切
り
を
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
、
資
源
に
で

き
る
紙
製
の
ご
み
は
分
け
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

一
人
一
人
が
、
生
ご
み
の
水

切
り
や
、
燃
え
る
ご
み
の
中
に

清
掃
課（
☎
37
１
４
４
３
）

シ
リ
ー
ズ
資
源

め
ざ
せ
！ 

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち

平
成
26
年
度
の
ご
み
の
量

キ
ケ
ン
！
や
め
て
く
だ
さ
い

広
告
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イベント掲示板
& みんなの広場

時とき 　所ところ 　対対象　　内内容
定定員　 料料金　　 申申し込み

１月15日号＝11月30日㈪
２月１日号＝12月15日㈫

掲載申し込み
締め切り

時11月21日㈯～29日㈰、10：00～17：00（24日㈫は休
館）　所伊勢河崎商人館・角吾座　内伊勢春慶の弁
当箱と伊勢木綿・いつき織（巾着など）とのコラボ作

品の展示、伊勢春慶塗
ぬ

師
し

の作品展示、古春慶の展示、

塗師や木地師の漆・檜
ひのき

・道具の展示、パネル展示

時11月28日㈯、13：30～　所尾崎咢堂記念館　内講
演「人生の本舞台－咢堂の生き方－」石田尊

たか

昭
あき

さん

（一般財団法人尾崎行雄記念財団理事・事務局長）、

読書感想文コンクール表彰式、未来の宝 子供達と
の集い（読書感想文コンクール受賞小・中学生と伊

勢市議会議員の交流会）

手わざのぬくもりを次の世代へ―
伊勢春慶の会 10周年記念展

尾崎咢堂生誕祭

伊勢春慶の会（☎29-1285）

ＮＰＯ法人咢堂香風（☎22-3198）

作品展示
時11月27日㈮～29日㈰、9：00～17：00（29日は16：00
まで）　所伊勢図書館・２階ロビー　内組合員・関
係者の作品や自慢の所蔵品の展示（絵画・写真・工芸・

紙細工・生け花・工作・陶芸・盆栽・書・絵手紙・

手芸・俳句など）、同組合やサークルの活動紹介

文化行事
時11月29日㈰、13：30～16：00　所浦口町公民館（浦
口２丁目8-5）　内組合員による器楽演奏、多喜正男
さんと組合員による宇治山田空襲などの体験談「語

り継ぐ私の戦争体験」

時12月10日㈭、13：30～16：00
所市役所本館・２階2-1会議室
内相続手続き・遺言書、許認可申
請、法人設立、権利義務、契約書

作成などの相談　定10人（事前予
約５人・当日受け付け５人〔いず

れも先着順〕）　申事前に同会へ

時12月５日㈯、10：00～　所福祉
健康センター・２階娯楽室　内会
員手作りのお菓子・エプロン・小

物・書籍などを販売します。品物

が無くなり次第終了します。お早

めにお越しください。

時11月29日㈰、14：30～　所尾崎
咢堂記念館　内中川祥治さんによ
るバロック・リュートの演奏会。

組曲第６番ニ長調BWV1012（バ
ッハ）など。　料1,000円（同会会
員は無料）

時12月12日㈯、14：00～15：30　所皇學館大学・４
号館431教室　内講座「跋

ばつ

文
ぶん

にみる蘇
そしょく

軾」上小倉一

志さん（皇學館大学国文学科准教授）

年金者組合伊勢支部2015年度文化祭

皇學館大学月例文化講座

三重県年金者組合伊勢支部・池田さん（☎24-2702）

皇學館大学（☎22-8635）

リュート音楽のひととき
伊勢ギター友の会・西川さん

（☎090-4868-7367）

クリスマスセール
伊勢友の会・西井さん（☎22-1684）

行政書士による無料相談会
三重県行政書士会伊勢支部

（☎050-3738-6212）

　このコーナーは、国・県・市または教育委員会が共催・後援などをするイベ
ント情報を案内するコーナーです。参加費などの記載のないものは無料です。イベント掲示板

　このコーナーは、市民団体などの皆さんが、イベント案内や会員募集などに
利用できるコーナーです。参加費などの記載のないものは無料です。みんなの広場

広
告
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情
報
コ
ー
ナ
ー

参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料

い
せ
ト
ピ
ア
・
１
階
ふ
れ
あ
い

広
場

申
し
込
み　

11
月
25
日
㈬
ま
で

に
、
内
容
・
人
数
・
連
絡
先
な

ど
を
記
入（
様
式
は
自
由
）し
、

直
接
い
せ
ト
ピ
ア
へ

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、

い
せ
ト
ピ
ア
が
出
演
団
体
を
決

定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
〒
519

－

0592
小
俣
町
元
町
５
４

０
、
FAX
�
８
６
４
１
、
ア
ド
レ

スo
b
-to
syo
kan@

city.ise.

m
ie.jp

）へ

選
考
方
法　

書
類
選
考

※
応
募
用
紙
は
、
同
課
、
伊
勢
・

小
俣
図
書
館
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　

新
春
ま
つ
り
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
で
子
ど
も
た
ち
に
楽
し
い
場

を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
団
体

な
ど
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

と
き　

平
成
28
年
１
月
10
日

㈰
、
午
前
10
時
〜
10
時
20
分

と
こ
ろ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

子
ど
も
の
読
書
活
動
を
推
進

す
る
た
め
、
子
ど
も
の
読
書
活

動
に
関
心
の
あ
る
人
の
ご
意
見

を
い
た
だ
く
「
伊
勢
市
子
ど
も

読
書
活
動
推
進
会
議
」
の
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
20
歳
以
上

の
人（
平
成
27
年
12
月
１
日
現

在
）

任
期　

委
嘱
日
か
ら
２
年
間

募
集
人
数　

２
人
以
内

応
募
方
法　

11
月
15
日
㈰
〜
30

日
㈪（
当
日
消
印
有
効
）に
、
応

募
用
紙
を
直
接
ま
た
は
郵
送
・

フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
同
課

募 

集

社
会
教
育
課（
☎
�
７
８
８
６
）

子
ど
も
読
書
活
動
推
進

会
議
の
委
員
を
募
集

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
い
せ
ト
ピ
ア

（
☎
�
０
９
０
０
）

新
春
ま
つ
り

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の

出
演
団
体
な
ど
を
募
集

催
し
物

時
〜
午
後
１
時

と
こ
ろ　

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ

の
・
２
階
調
理
室

対
象　

市
内
在
住
の
人

内
容　

中
性
脂
肪
を
下
げ
る
食

生
活
の
ヒ
ン
ト（
講
話
）、
中
性

脂
肪
を
下
げ
る
お
す
す
め
料
理

（
調
理
実
習
）

定
員　

25
人（
先
着
順
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

マ
ス
ク
、
調
理
実
習
費
３
０
０

円申
し
込
み　

11
月
16
日
㈪
か

ら
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

同
課（
FAX
�
０
６
８
３
）へ

　

健
康
診
査
の
結
果
で
中
性
脂

肪
が
高
め
と
言
わ
れ
た
こ
と
の

あ
る
人
は
、
普
段
の
食
事
を
見

直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
中
性
脂

肪
は
食
事
の
影
響
を
受
け
や
す

く
、
食
生
活
の
改
善
で
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
。

　

中
性
脂
肪
を
下
げ
る
習
慣
を

身
に
付
け
、
血
管
を
元
気
に
保

ち
ま
し
ょ
う
。

と
き　

12
月
11
日
㈮
、
午
前
10

健
康
課（
☎
�
２
４
３
５
）

健
康
の
日
に
お
け
る
啓
発
事
業

気
に
な
る
中
性
脂
肪
を

下
げ
よ
う
！

～
血
管
に
や
さ
し
い
料
理
～

　

こ
の
教
室
に
参
加
し
、
安
全

に
運
動
を
行
う
た
め
の
正
し
い

知
識
や
健
康
的
な
生
活
習
慣
を

身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

と
き　

12
月
17
日
㈭
、
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
で
、
健
康
診

査
な
ど
で
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
の
改
善
や
予
防
が
必

要
と
言
わ
れ
た
人
な
ど

内
容　

医
師
講
演
「
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
改
善
の
た

め
の
運
動
に
つ
い
て
」
藤
井
英

治
さ
ん（
藤
井
整
形
外
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
）、
健
康
運
動
指
導
士

に
よ
る
運
動
「
今
日
か
ら
は
じ

め
ら
れ
る
手
軽
な
運
動
」

定
員　

60
人（
先
着
順
）

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
運
動
の

で
き
る
服
装
・
靴

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
同
課（
FAX
�
０
６
８
３
）

へ

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）は
、
進

行
す
る
と
心
臓
病
や
脳
卒
中
な

ど
の
生
活
習
慣
病
に
な
る
危
険

性
が
高
ま
り
ま
す
。
そ
の
予
防

や
改
善
の
た
め
に
は
、
定
期
的

な
運
動
や
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

食
生
活
な
ど
の
健
康
的
な
生
活

習
慣
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

健
康
課（
☎
�
２
４
３
５
）

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
改
善
の
た
め
の

運
動
に
つ
い
て
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情報コーナー

治
山
田
商
業
高
等
学
校
）
か
ら

の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

※
車
で
送
迎
す
る
場
合
は
市
役

所
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
会
場
お
よ
び
臨
時
駐
車
場
周

辺
へ
の
違
法
駐
車
は
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

と
き　

平
成
28
年
１
月
10
日

㈰
、
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30

分（
受
け
付
け
は
午
前
９
時
30

分
〜
）

と
こ
ろ　

観
光
文
化
会
館
・
大

ホ
ー
ル

対
象　

平
成
７
年
４
月
２
日
〜

平
成
８
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

市
内
在
住
の
人（
帰
省
中
の
人

も
参
加
で
き
ま
す
）

※
市
内
在
住
者
に
は
案
内
は
が

き
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、

当
日
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
は

が
き
が
な
い
人
は
、
当
日
受
け

付
け
を
し
ま
す
。

※
会
場
に
は
駐
車
場
が
な
い
た

め
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用

い
た
だ
く
か
、臨
時
駐
車
場（
宇

社
会
教
育
課（
☎
�
７
８
８
６
）

新
成
人
の
つ
ど
い

予
算
額　

１
４
８
万
５
千
円

昨
年
の
様
子

と
き　

12
月
４
日
㈮
、
午
前
９

時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

初
妊
婦
と
夫

内
容　

２
人
で
赤
ち
ゃ
ん
を
迎

え
る
た
め
に（
沐
浴
実
習
、
妊

婦
模
擬
体
験
、
保
健
師
の
お
話

な
ど
）

定
員　

30
人
程
度（
先
着
順
）

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
同
課（
FAX
�
０
６
８
３
）

へ 健
康
課（
☎
�
２
４
３
５
）

（
沐
浴
体
験
）

パ
パ
と
マ
マ
の
教
室

予
算
額　

15
万
２
千
円（
５
回
分
）

　

市
の
都
市
計
画
に
つ
い
て
調

査
・
審
議
を
行
う
都
市
計
画
審

議
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

11
月
16
日
㈪
、
午
後
２

時
〜

と
こ
ろ　

市
役
所
本
館
・
３
階

委
員
会
室

内
容　

伊
勢
市
都
市
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
全
体
構
想
の
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ
素
案
の
作
成
に
つ
い

て※
傍
聴
の
受
け
付
け
は
、当
日
・

午
後
１
時
30
分
か
ら
、
市
役
所

本
館
・
３
階
３

－

３
会
議
室
で

行
い
ま
す
。

都
市
計
画
課（
☎
�
５
５
９
１
）

都
市
計
画
審
議
会

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
の
「
い
す
ず
ウ
キ
ウ
キ
ク
ラ

ブ
」「
ふ
た
み
ふ
れ
愛
ク
ラ
ブ
」

と
㈱
ス
コ
ル
チ
ャ
三
重
の
３
者

に
よ
る
合
同
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。

と
き　

11
月
21
日
㈯
、
午
後
７

時
〜
８
時
30
分（
受
け
付
け
は

午
後
６
時
30
分
〜
）

と
こ
ろ　

県
営
サ
ン
ア
リ
ー

ナ
・
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

内
容　

ヨ
ガ
体
操
を
し
て
、
代

謝
を
上
げ
て
冷
え
コ
リ
知
ら
ず

の
カ
ラ
ダ
を
つ
く
り
ま
す

講
師　

Ｔ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
さ
ん

（
健
康
運
動
指
導
士
）

定
員　

80
人

持
ち
物　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト（
ま
た

は
バ
ス
タ
オ
ル
）、
運
動
し
や

す
い
服
装
、
汗
拭
き
タ
オ
ル
、

飲
み
物

※
上
靴
は
不
要
で
す
。

申
し
込
み　

電
話
で
同
ア
リ
ー

ナ
へ 県

営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ

（
☎
�
７
７
０
０
）

血
流
Ｕ
Ｐ　

体
温
Ｕ
Ｐ

あ
っ
た
か
体
操

広
告
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重
大
学
医
学
部
附
属
病
院
基
幹

型
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

連
携
担
当
）・
畠
中
節
夫
さ
ん

（
一
般
社
団
法
人
伊
勢
地
区
医

師
会
会
長
）

定
員　

４
０
０
人

と
き　

11
月
29
日
㈰
、
午
前
10

時
〜
午
後
０
時
30
分（
開
場
は

午
前
９
時
30
分
）

と
こ
ろ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

い
せ
ト
ピ
ア
・
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容

・
講
演
「
三
大
認
知
症
の
臨
床

と
ケ
ア
」
小
阪
憲
司
さ
ん（
横

浜
市
立
大
学
医
学
部
名
誉
教

授
）

・
講
演
「
２
０
１
５
脳
卒
中
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
か
ら
み
る
脳
卒
中

予
防
」
宮
史
卓
さ
ん（
伊
勢
赤

十
字
病
院
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー

長
）

・
疑
問
点
を
解
決
！
出
演
者
に

よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
…
総
合
司
会

：

古
野
正
和
さ

ん（
村
松
有
滝
診
療
所
院
長
）、

パ
ネ
リ
ス
ト

：

高
尾
雄
介
さ
ん

（
伊
勢
総
合
病
院
薬
局
長
）・
宮

史
卓
さ
ん
・
川
北
澄
枝
さ
ん（
三

一
般
社
団
法
人
伊
勢
地
区
医
師
会

（
☎
�
２
４
７
６
）

脳
卒
中
・
認
知
症

市
民
公
開
講
座

伊
勢
地
区
医
師
会

※
託
児
で
き
ま
す
。（
参
加
申

込
時
に
予
約
が
必
要
）

　

毎
日
、
家
事
・
育
児
に
頑
張

っ
て
い
る
お
母
さ
ん（
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
）、
ゆ
っ
た
り
と
し
た

ヨ
ガ
で
心
と
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
し
ま
せ
ん
か
。

と
き　

12
月
８
日
㈫
、
午
前
の

部
…
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
・

午
後
の
部
…
午
後
１
時
30
分
〜

３
時

と
こ
ろ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

い
せ
ト
ピ
ア
・
１
階
学
習
室
１

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
子
育
て
中

の
女
性

講
師　

鈴
木
恵
美
さ
ん（
マ
タ

ニ
テ
ィ
ヨ
ガ
＆
産
後
ヨ
ガ
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、
健
康
運
動
指

導
士
）

定
員　

各
20
人（
先
着
順
）

持
ち
物　

動
き
や
す
い
服
装
、

飲
み
物
、
バ
ス
タ
オ
ル
ま
た
は

ヨ
ガ
マ
ッ
ト

申
し
込
み　

11
月
15
日
㈰
〜
29

日
㈰
に
、
電
話
で
い
せ
ト
ピ
ア

へ 生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
い
せ
ト
ピ
ア

（
☎
�
０
９
０
０
）

特
別
講
座
「
こ
こ
ろ
と

か
ら
だ
ス
ッ
キ
リ
！
ヨ

ガ
」

　

毎
年
１
月
１
日
に
土
地
・
建

物
・
償
却
資
産（
事
業
用
）を
所

有
し
て
い
る
人
に
対
し
、
固
定

資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

建
物
を
取
り
壊
し
た
人
や
、

未
登
記
家
屋
の
売
買
・
相
続
な

ど
を
し
た
場
合
の
名
義
変
更
を

市
に
申
請
し
て
い
な
い
人
は
、

12
月
28
日
㈪
ま
で
に
届
け
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

課
税
課
固
定
資
産
税
係

（
☎
�
５
５
３
３
）

建
物
を
取
り
壊
し
た
と

き
は
ご
連
絡
を

「これは、テストです」
（３回）
「こちらは広報いせです」

　

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
か
ら
、
宝
く
じ
の
社
会

貢
献
広
報
事
業
と
し
て
実
施
し

て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
の
助
成
を
受
け
、
次
の
と
お

り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
強
化
の
支
援

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
助
成
事
業
は
、
宝
く
じ

の
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
し

て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
今
後
も
こ
の
助
成

事
業
を
活
用
し
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
醸
成
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

・
豊
浜
東
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　

防
災
備
品
の
整
備

　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
通
称
「
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
」）
は
、

地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど

が
起
こ
っ
た
と
き
に
、
国
か
ら

送
ら
れ
る
緊
急
情
報
を
、
市
の

防
災
行
政
無
線
な
ど
を
通
じ
て

情
報
伝
達
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

次
の
と
お
り
、
全
国
の
自
治

体
で
、
同
シ
ス
テ
ム
の
一
斉
情

報
伝
達
訓
練
が
行
わ
れ
、
国
か

ら
の
試
験
放
送
の
内
容
が
、
防

災
行
政
無
線
・
防
災
メ
ー
ル
・

防
災
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
通
じ
て

一
斉
に
放
送
さ
れ
ま
す
。

と
き　

11
月
25
日
㈬
、
午
前
11

時
ご
ろ

市
民
交
流
課（
☎
�
５
５
６
３
）

危
機
管
理
課（
☎
�
５
５
２
３
）

全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練

宝
く
じ
助
成
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

情報コーナー
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い
人
が
法
的
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ

た
と
き
に
、無
料
法
律
相
談
や
、

必
要
に
応
じ
て
弁
護
士
・
司
法

書
士
費
用
の
立
て
替
え
を
し
て

い
ま
す
。

法
テ
ラ
ス
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
・
０
７
８
３
７
４

法
テ
ラ
ス
三
重

☎
０
５
０
・
３
３
８
３
・
５
４

７
０

　

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー

（
愛
称

：

法
テ
ラ
ス
）は
、
国
が

設
立
し
た
公
的
機
関
で
す
。

　

金
銭
問
題
・
離
婚
・
相
続
・

労
働
問
題
な
ど
の
法
的
ト
ラ
ブ

ル
で
困
っ
て
い
た
り
、
ど
こ
へ

相
談
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な

い
人
に
対
し
、
解
決
に
役
立
つ

法
制
度
の
紹
介
や
相
談
窓
口
の

案
内
な
ど
を
し
て
い
ま
す
の

で
、気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
経
済
的
に
余
裕
の
な

情報コーナー

内
養
正
町
４

－

１
・
森
永
三
重

ビ
ル
３
階
、
☎
０
１
２
０
・
３

１
１
・
６
１
５
）
を
設
置
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

　

10
月
１
日
か
ら
、
三
重
県
最

低
賃
金
は
18
円
引
き
上
げ
ら
れ

て
時
間
額
７
７
１
円
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
最
低
賃
金
は
、
三

重
県
内
で
働
く
全
て
の
労
働
者

に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
特
定
の
産
業
に
該
当

す
る
事
業
場
で
働
く
労
働
者
に

は
、
三
重
県
最
低
賃
金
と
は
別

に
、
特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
最
低
賃
金
の
引
き
上

げ
に
対
応
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
に
取
り
組
む
中
小
企
業
事
業

主
の
た
め
に
、
無
料
相
談
窓
口

「
専
門
家
派
遣
・
相
談
等
支
援

事
業
三
重
県
最
低
賃
金
総
合
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
」（
津
市
丸
之

三
重
労
働
局
賃
金
室

（
☎
０
５
９
・
２
２
６
・
２
１
０
８
）

三
重
県
最
低
賃
金
が
時

間
額
７
７
１
円
に
改
定

　

11
月
25
日
㈬
〜
12
月
１
日
㈫

は「
犯
罪
被
害
者
週
間
」で
す
。

　

こ
の
週
間
に
は
、
犯
罪
被
害

者
な
ど
の
名
誉
や
平
穏
な
生
活

の
た
め
の
配
慮
の
重
要
性
に
つ

い
て
、
国
民
の
理
解
を
深
め
る

た
め
の
啓
発
事
業
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

危
機
管
理
課（
☎
�
５
５
２
４
）

犯
罪
被
害
者
週
間

　

「
無
期
転
換
ル
ー
ル
」と
は
、

有
期
労
働
契
約
が
反
復
更
新
さ

れ
て
通
算
５
年
を
超
え
た
と

き
、
労
働
者
の
申
し
込
み
に
よ

り
、
期
間
の
定
め
の
な
い
労
働

契
約（
無
期
労
働
契
約
）に
転
換

で
き
る
ル
ー
ル
で
す
。

　

有
期
労
働
契
約
の
無
期
転
換

が
円
滑
に
進
む
よ
う
、
労
使
間

で
無
期
転
換
後
の
労
働
条
件
の

在
り
方
に
つ
い
て
よ
く
話
し
合

い
、
あ
ら
か
じ
め
就
業
規
則
や

労
働
契
約
書
な
ど
に
規
定
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　

三
重
労
働
局
で
は
、
労
働
条

件
・
労
働
契
約
な
ど
の
見
直
し

に
係
る
相
談
や
助
言
を
行
う
た

め
、「
働
き
方
・
休
み
方
改
善

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」
を
配
置
し

て
い
ま
す
。
資
料
提
供
や
事
業

所
へ
の
個
別
訪
問
な
ど
を
無
料

で
行
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

三
重
労
働
局
監
督
課

（
☎
０
５
９
・
２
２
６
・
２
１
０
６
）

法
テ
ラ
ス
三
重

（
☎
０
５
０
・
３
３
８
３
・
５
４
７
０
）

ご
存
じ
で
す
か
？

無
期
転
換
ル
ー
ル

ご
存
じ
で
す
か
？

法
テ
ラ
ス

お詫びと訂正 伊勢市社会福祉協議会（☎⑳８６１０）

　「広報いせ」11月１日号・24ページに掲載しました「トイマジッ
クオーケストラコンサート」の記事について、次のとおり誤りがあ

りましたので、お詫びして訂正します。

定員　300人（先着順）誤

定員　各300人（申し込み多数の場合は抽選）正

広
告



伊勢市健康医療ダイヤル24 心や体の健康などについて、医師・看護師・保健師など
が年中無休・24時間体制で電話相談に応じています。

※本サービスは、民間業者に委託をして運営しています

問い合わせ　健康課（☎㉗2435）
（通話料無料）0000-000-000

フリーダイヤル
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伊勢市情報戦略局広報広聴課
〒516-8601
伊勢市岩渕１丁目７番29号
TEL 0596-21-5515
FAX 0596-22-9699
Eメール ise-koho@city.ise.mie.jp

この広報紙は、再生紙を使用しています。広報いせ発行事業費〔予算額〕　　　　 　2,976万５千円（24回分）

発行日／平成27年11月15日
発　行／伊勢市
編　集／情報戦略局広報広聴課
印　刷／千巻印刷産業株式会社

広報いせ 第177号 「広報いせ」では、財源を確保
するため、一部のページに企業
広告を掲載していますが、これ
らは市が広告主や商品を推奨す
るものではありません。

伊勢市
携帯サイト

パソコン http://www.city.ise.mie.jp
携帯 http://www.city.ise.mie.jp/m/

女性に対する
暴力をなくす運動

11月12日木～25日水

市民交流課（☎㉑５５１３）

　国の男女共同参画推進本部では、毎年11月12日～25日の２週間を「女性に対する暴力をなく

す運動」実施期間としています。

　女性に対する暴力は、女性の人権を著しく侵害するものであり、男女共同参画社会を形成して

いく上で克服すべき重要な課題となっています。

　中でも、夫婦や交際関係にある男女間で行われる暴力は

ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）と言われ、社会問題

になっています。ＤＶとは、殴る・蹴るなどといった身体

的暴力だけでなく、精神的・社会的・経済的・性的暴力な

ども含まれます。

　いったんこういう関係ができてしまうと、なかなか解消

されにくいものです。深刻化する前に相談してください。

　デートＤＶとは、ＤＶのうち交際中の相手からの暴力を指します。三重県男女共同参画センターの調

査（平成24年度）では、県内の高校生・大学生の交際経験のある人のうち４人に１人が、デートＤＶの
被害経験があるという結果が出ています。デートＤＶは、すぐ身近な所で起きている問題です。

　被害内容の上位は「相手の予定を優先させないと無視したり不機嫌になったりする」「携帯電話の着信

履歴やメールをチェックされる」といった項目で、男女とも半数近い人が、このような経験があると回

答しています。これらは、身体的な暴力ではありませんが、相手を支配するという関係性をつくろうと

しているもので、深刻な暴力にエスカレートする可能性を秘めています。

　若い世代のデートＤＶを防止するため、学校・家庭・地域・職場など

社会全体で、自分も相手も尊重し、決して暴力を許さない意識づくりが

必要です。

　このシンボルマークは、女性が腕をクロスさせた姿を描いており、女

性の表情、握り締めたこぶし、クロスさせた腕により、女性に対する暴

力を断固として拒絶する強い意志を表しています。

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

デートＤＶの被害経験は４人に１人

女性に対する暴力根絶のためのシンボルマーク

●伊勢市こども家庭相談センター
　（☎㉑５７０９）

●三重県女性相談所
　（☎059-231-5600）

●女性の人権ホットライン
　（☎0570-070-810）

女性の悩み事相談窓口


